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新
退
教
は
、
来
年
２
月
10
日
で
結
成
五
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

誰
し
も
が
、
二
十
一
世
紀
の
今
の
時
代
、
主
権
国
家

へ
の
侵
害
が
大
っ
ぴ
ら
に
行
わ
れ
る
と
は
思
っ
て
も

み
な
か
っ
た
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は

一
方
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
ま
し

た
。
連
日
マ
ス
コ
ミ
各
社
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を

報
道
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
戦
場
の
状
況
を
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
病
院
や
避

難
場
所
へ
の
無
差
別
攻
撃
や
市
街
地
で
の
虐
殺
行
為

で
多
く
の
民
間
人
が
犠
牲
に
な
る
な
ど
ロ
シ
ア
の
蛮

行
は
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
大
の
「
ザ
ポ
ロ
ジ
ェ
原
発
」
へ

の
攻
撃
は
、
火
災
発
生
で
一
時
は
「
福
島
原
発
」
の

二
の
舞
か
と
世
界
を
震
撼
さ
せ
ま
し
た
。
当
初
、
１

週
間
程
度
で
首
都
キ
ー
ウ
を
占
領
し
、
親
ロ
シ
ア
政

権
樹
立
を
画
策
し
て
い
た
ロ
シ
ア
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
の
反
撃
で
キ
ー
ウ
を
撤
退
し
、
軍
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ

南
東
部
に
集
中
し
た
戦
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
長
期

化
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
ロ
シ
ア
は
、

国
連
を
は
じ
め
多
く
の
国
か
ら
非
難
や
経
済
制
裁
を

受
け
て
い
ま
す
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
強
権
と
国

内
マ
ス
コ
ミ
を
駆
使
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
強
化
す

る
な
ど
軍
事
侵
攻
の
正
当
性
を
主
張
し
、
核
兵
器
の

使
用
を
ほ
の
め
か
す
な
ど
平
和
を
願
う
全
世
界
の

人
々
に
対
し
て
の
挑
戦
と
い
え
ま
す
。
そ
の
ロ
シ
ア

で
さ
え
、
軍
事
侵
攻
に
反
対
す
る
良
識
あ
る
人
々
が

い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
地
方
議
員
で
こ
の
戦
争
に

よ
り
、
未
来
の
自
国
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
若
者
が

死
傷
し
て
い
る
現
状
を
憂
い
て
い
ま
す
。

　

今
ほ
ど
平
和
の
尊
さ
と
有
り
難
さ
を
実
感
せ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
国
会
の
補
正
予
算
審
議
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
で
日
本
の
危
機
感
を
あ
お
り
、
防
衛
力
の
増
強
を

打
ち
出
し
、
更
に
「
憲
法
改
悪
」
を
加
速
さ
せ
て
い

ま
す
。
日
本
が
再
び
戦
火
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
な
く
、
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
も
、
現
職
の
新
教
組
と
と
も
に
平
和
を

求
め
る
声
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
夏
の

参
議
院
選
挙
で
は
、
自
公
政
権
に
対
し
て
私
た
ち
年

金
生
活
者
な
ど
弱
者
の
声
や
平
和
を
願
う
声
を
代
弁

し
て
く
れ
る
政
治
勢
力
の
躍
進
が
不
可
欠
で
す
。

　

私
た
ち
新
退
教
は
、
か
つ
て
新
教
組
組
合
員
で
あ

っ
た
時
の
「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る
な
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
思
い
を
今
新
た
に
し
、
戦
争
の
な
い
平

和
な
社
会
の
実
現
の
た
め
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

「
教
え
子
を
再
び

�
戦
場
に
送
る
な
」

新
退
教
会
長

大　

坂　

和　

夫

絵
画
「
山
古
志
初
夏
」

　
　

武
石
錦
夫
さ
ん
（
三
南
支
部
）
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５
月
27
日
（
金
）、
新
教

組
会
館
に
て
３
年
ぶ
り
に
新

退
教
総
会
を
開
催
し
た
。

　

４
月
時
点
で
は
、
県
内
の

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が

高
止
ま
り
傾
向
で
、
先
の
見

通
し
が
立
た
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
今
年
度
こ
そ
何
と
し

て
も
開
催
し
た
い
と
、
総
会

人
数
・
来
賓
を
最
小
限
に
し

て
密
を
避
け
、
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

総
会
は
、
議
長
に
柏
刈
支
部
の
小
林
公
一
さ
ん
を

選
出
し
て
進
め
ら
れ
、
報
告
事
項
や
活
動
方
針
な
ど

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
朝
の
土
砂
降

り
が
お
昼
に
は
快
晴
に
変
わ
り
、
気
分
的
に
も
幸
先

の
良
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　
　
　
［
ご
来
賓
］

　

新
教
組
の
岡
島
祐
次
委
員
長
様
か
ら
は
、
現
職
の

状
況
や
今
年
度
の
交
渉
に
つ
い
て
、
ま
た
７
月
の
参

院
選
で
は
「
比
例
区
は
古
賀
ち
か
げ
さ
ん
、
新
潟
県

選
挙
区
で
は
森
ゆ
う
こ
さ
ん
を
、
現
退
一
致
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。

　

教
職
員
共
済
の
坂
詰
浩
一
所
長
様
か
ら
は
、「
新

潟
県
も
10
月
か
ら
自
転
車
保
険
義
務
化
」
に
伴
い
、

交
通
災
害
共
済
利
用
を
、
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。

　
　
　
［
会
計
報
告
］　
４
ｐ
参
照

　

昨
年
度
も
新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
る
行
事
中
止
が

相
次
ぎ
、
出
費
減
で
繰
越
額
が
大
き
く
な
っ
た
。

　
　
　
［
活
動
方
針
の
重
点
］

①
新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
で
大
き
な
制
約
を
受
け
る
が
、

「
新
退
教
ら
し
い
活
動
」
を
工
夫
す
る
。

②
五
十
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
着
実
に
推
進
す
る
。

③
加
入
者
・
読
者
会
員
・
賛
助
会
員
を
増
や
す

　
　
　
［
事
業
計
画
］　
３
ｐ
参
照

　

来
年
が
新
退
教
五
十
周
年
と
な
る
た
め
、
今
年
度

は
、
９
月
と
３
月
に
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
が
組
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
間
に
記
念
誌
部
会
と
式
典

部
会
が
随
時
開
か
れ
る
。

　
　
　
［
予
算
］　
５
ｐ
参
照

　

五
十
周
年
記
念
事
業
（
記
念
誌
等
）
の
予
算
確
保

の
た
め
に
、
繰
越
額
の
大
半
を
充
当
し
た
。

　
　
　
［
質
疑
応
答
よ
り
］

Ｑ�
支
部
助
成
金
は
「
本
部
会
費
の
16
％
」
が
還
元
さ

れ
る
が
、「
本
部
会
費
の
84
％
」
を
納
入
す
る
方

法
も
あ
る
の
で
は
？　

助
成
金
の
趣
旨
は
？

Ａ�

頭
を
柔
ら
か
く
し
て
「
本
部
会
費
の
84
％
納
入
」

も
検
討
し
て
み
た
い
。
一
長
一
短
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
各
支
部
か
ら
も
意
見
を
寄
せ
て
ほ
し
い
。

助
成
金
の
趣
旨
も
、
こ
の
際
明
確
に
し
た
い
。

Ｑ
今
年
度
の
「
支
部
総
会
」
開
催
状
況
は
？

Ａ
５
／
27
現
在
、
次
の
５
支
部
で
開
催
。

　

�

西
蒲
・
燕
支
部
、
新
潟
五
泉
支
部
（
交
流
夕
食
会
）、

中
魚
支
部
、
柏
刈
支
部
、
糸
魚
川
支
部
、

総
会
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
！

　

学
び
の
集
い 

ご
案
内

　

新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
２
年
続
け
て
中
止
で

し
た
。
今
年
こ
そ
実
施
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

講
師
の
伊
藤
充
さ
ん
（
新
退
教
会
員
）
は
、『
新

潟
県
県
民
性
の
歴
史
』『
新
潟
県
県
民
性
の
人
物

史
』『
新
潟
県
県
民
性
の
民
俗
史
』
の
３
部
作
を

著
す
な
ど
、
県
民
性
に
造
詣
が
深
い
方
で
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

・
日
時　

10
／
19
（
水
）
10
時
半
～
12
時
半　

・
会
場　

新
教
組
会
館　

３
Ｆ　

・
講
師　

伊
藤
充
さ
ん
（
新
潟
青
陵
大
学
特
任
教
授
）

　
　
　
　
「
新
潟
県
の
女
性
と
県
民
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
そ
の
歴
史
と
未
来
～
」

・
申
込　

新
退
教
各
支
部
へ

　

署
名
の
お
願
い

　

標
準
定
数
法
の
改
正
に
よ
り
、
今
年
度
は
全
国

の
小
３
ま
で
35
人
学
級
に
な
り
ま
す
が
、
新
潟
県

で
は
小
中
全
学
年
で
35
人
以
下
学
級
が
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
新
教
組
を
中
心
と
す
る
運
動

の
成
果
で
す
。

　

今
年
も
、
小
５
以
上
の
下
限
25
人
条
件
の
撤
廃

等
を
求
め
、
12
月
県
議
会
に
提
出
す
る
「
30
人
以

下
学
級
実
現
…
教
育
予
算
増
」
の
請
願
署
名
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
署
名
用
紙
１
枚
に
10
筆
。（
１
筆
で
も
Ｏ
Ｋ
）

・
提
出
先
は
新
退
教
各
支
部
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新退教　 2 0 2 2 行事等予定
４／13（水）　①本部事務局会� ４／23　新教組主催「退職教職員慰労会」
４／20（水）　会計監査� ６／４　新教組定期大会
５／27（金）　新退教総会� ６／９　日退教組織代表者会（日本教育会館）
� ６／15～16　北ブロ総会
７／１（金）　新退教通信187号発行
７／20（水）　②本部事務局会� ７／20　新退連年次大会
８／29（月）　第２回50周年事業実行委員会
10／19（水）　学びの集い� ９／14　地公４単産・地公退高齢者集会
� （東京）
11／11（金）　③本部事務局会� ９／15　日本退職者連合高齢者集会（東京）
12／１（木）　新退教通信188号発行� 10／６　五者合同学習会（東京）�
12／12（月）　支部代表者会＆現退役員交流会� 10／７　日退教組織活動交流集会（東京）
１／上旬　　 新退教通信「加入案内号」発行� 10／15　新教組県教研（新潟市）
２／上旬　　 ④本部事務局会� １／８　新教組旗開き
３／１（水）　新退教通信189号発行
３／８（水）　第３回50周年事業実行委員会

新退教本部事務局主催　＜ことぶき講座＞
◇14：00～16：00　新教組会館　申込は５日前までに

４／27（水）　書こう�エンディング・ノート
６／24（金）　４コマ漫画を描こう
８／26（金）　初心者歓迎…囲碁・将棋・麻雀
９／14（水）　投書文を書こう
10／７（金）　お話を聞こう　「古代ギリシャ文化への招待　～歴史・風土・神話～」
11／18（金）　子どもの本＆シルバーの本
２／15（水）　申告しよう　確定申告、市・県民税

　　　　　　　　　　　＊「笑いヨガ」　　新型ウイルスが収まるまでお休み
　　　　　　　　　　　＊「地方女性議員を支援しよう」　　期日未定

ことぶき講座「お話を聞こう」のご案内
　縁あって、ギリシャについての大変楽しいお話を拝聴できることになりました。
　　◇日時　　10／７（金）　13：30～15：30
　　◇会場　　新教組会館　４Ｆ　中会議室
　　◇お話　　国際基督教大学名誉教授　川島重成先生
　　　　　　　　　　　　　「古代ギリシャ文化への招待　～歴史・風土・神話～」
　　◇定員　　先着30人（無料）
　　◇問合せ＆申込先　・新退教事務局　℡・fax　025-281-8146
　　　　　　　　　　　・古田セツ子　　℡�������　090-3201-0198
　　　　　　　　　　　・市川節子　　　℡�������　080-5904-0809　
　　◇留意点　お車の方は周辺の有料駐車場をご利用ください
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支出の部� （決算増▲）
項　　　目 予　　算 決　　算 増　　減 適　　　　　用

会　

議　

費

１ 総 会 250,000 7,090 242,910 ５月（★中止・書式表決送付）
２ 支部代表者会 90,000 0 90,000 ★中止
３ 支部事務局長会 30,000 0 30,000 ★中止
４ 北 ブ ロ 会 議 120,000 10,000 110,000 北ブロ負担金（１万）、★総会・代表者会中止
５ 特 設 委 員 会 0 0 0
６ 事 務 局 会 140,000 38,884 101,116 事務局会、事務局各部会

小　　計 630,000 55,974 574,026

事
業
費

７ 情 宣 費 270,000 251,398 18,602 新退教通信（３回発行）、加入案内号（１月発行）
８ 行事・研修・調査 400,000 0 400,000 ★「学びの集い」中止
９ 記 念 事 業 0 0 0

小　　計 670,000 251,398 418,602

事　

務　

費

10 通 信 費 120,000 112,937 7,063 送料、切手・はがき、電話代
11 備品・消耗費 35,000 6,075 28,925 パソコンインク代、事務用品
12 各 種 旅 費 150,000 62,920 87,080 諸会議・事務局・作業補助　等
13 雑 費 100,000 24,712 75,288 会計監査、教職員名簿　等
14 事務局活動費 700,000 700,000 0 事務局活動費
15 事務局備品購入費 0 0 0

小　　計 1,105,000 906,644 198,356
そ
の
他

16 分 担 金 400,000 371,474 28,526 日退教271,474円、新退連100,000円
17 支部活動補助費 340,000 337,820 2,180 14支部へ「前年度納入金×0.16」
18 積 立 金 50,000 50,000 0 50周年積立
19 予 備 費 55,333 0 55,333

小　　計 845,333 759,294 86,039
合　　　　　計 3,250,333 1,973,310 1,277,023

2022年度　本部役員

2021年度　会 計 報 告
収入の部� （決算減△）

項　　　目 予　　算 決　　算 増　　減 適　　　　　用
１ 繰 越 金 450,330 450,330 0 前年度より繰越
２ 会 費 2,000,000 2,070,000 70,000 1,000円×2070人（会員2044人＋読者会員26人）
３ 寄 付 金 700,000 700,000 0 新教組より
４ 預 金 利 子 3 10 7 利子
５ 雑 収 入 100,000 30,000 △70,000 広告料３万、★「学びの集い」中止で10万円補助無し
６ 計 3,250,333 3,250,340 7

残高の部　　3,250,340（収入決算）　－　1,973,310（支出決算）　＝　1,277,030（残金）

役　　名 氏　　名 備　　考
会 長 大　坂　和　夫 新潟支部

副 会 長

小　幡　晴　美 小千谷魚沼支部
小　池　　　洋 上越支部
北　島　理　子 上越支部
米　山　忠　彦 長岡支部
岡　島　祐　次 新教組委員長

事 務 局 長 山　岸　　　修 新潟支部

幹 事

甲　斐　年　史 新潟支部
神　田　久　子 新潟五泉支部
里　村　俊　夫 西蒲・燕支部
篠　沢　　　講 西蒲・燕支部
本　間　　　満 新潟支部
徳　留　信　登 新教組書記長

顧 問 幸　田　赳　夫 西蒲・燕支部

会 計 監 査 土　田　　　博 三南支部
中　川　　　清 西蒲・燕支部

日退教北陸ブロック副会長　大坂　和夫
新潟県退職者連合幹事　　　大坂　和夫

　　特別会計１（50周年積立）
　2020年度末� 1,650,094
　本年度積立� 50,000
　賛助会より� 50,000
　本年度利子� 14
　支出…実行委員会� -87,395
　現在高� 1,662,713

　　特別会計２（災害基金）
　2020年度末� 2,591,468� 繰り越し
　　　義援金� 0
　　　見舞金� 0
　　　利　子� 18� 利息２回
　　　現在高� 2,591,486� 来年度へ繰越

　　特別会計３（賛助会）
　2020年度末� 2,006� 前年度繰り越し
　2021年会費� 100,000� 収入　1,000円×100人
　　　通信費� -24,386� 支出　新退教通信等送料
　　　旅　費� -11,500� 支出　旅費（作業ボランティア等）
　　　補　助� -64,350� 支出　50周年積立５万、取組支部助成
　　　現在高� 1,770� 来年度へ繰越
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2022年度　新退教　各支部事務所
支部 〒 支　部　事　務　所 事務所℡ 支部長 事務局長

１ 新 潟 951-8122 新潟市中央区旭町通1-86-1 025-222-9839 本間　和行 上地　源光

２ 長 岡 940-0048
（～11月末）

長岡市台町2-9-13　新学協中越出張所内
見附市柳橋町662-3　エヌエーアパート103 0258-35-2854 倉田七太郎 諏訪部寛栄

３ 三 南 955-0046 三条市興野3-1-9　教育文化会館内 0256-33-2347 土田　　博 宮島　敏明
４ 柏 刈 945-0055 柏崎市駅前2-2-18-202　サンライズビル3F 0257-23-2862 吉田　教悟 小林　公一
５ 北 新 957-0016 新発田市豊町1-2-13　下越支部会館内 0254-22･2065 森　　弘志 古田セツ子
６ 新潟五泉 956-0861 新潟市秋葉区北上3-8-21 0250-23-3279 佐々木　均 新井　秀和
７ 西蒲・燕 959-0134 燕市真木山251 0256-98-2589 遠藤　　昇 原田　完二
８ 北 魚 949-7302 南魚沼市浦佐895-3　魚沼支部会館内 025-788-1101 小林　謙一 武田　定純
９ 南 魚 949-7302 南魚沼市浦佐895-3　魚沼支部会館内 025-788-1101 小野塚正春 庭野　和也
10 中 魚 942-1526 十日町市松代3514 025-597-3546 市川　　正 高橋吉太郎
11 上 越 943-0821 上越市土橋中島816-1　教育会館内 025-525-5535 小池　　洋 松村　久夫
12 糸 魚 川 949-0301 糸魚川市須沢3549 025-562-3528 磯谷　正芳 野上　正和
13 村上岩船 958-0847 村上市大工町1-4　教職員組合会館内 0254-53-2292 滝沢　武司 山口又一郎
14 佐 渡 952-1313 佐渡市八幡町330-3　佐渡教育会館内 0259-57-2337 山岸　善晴 本間　一秀

支出の部� （昨年度比減▲）
項　　　目 本年度予算 昨年度予算 増　　減 適　　　　　用

会　

議　

費

１ 総 会 250,000 250,000 0 ５月
２ 支部代表者会 90,000 90,000 0 12月
３ 支部事務局長会 0 30,000 ▲30,000 （３月に50周年実行委員会があるので開催しない）
４ 北 ブ ロ 会 議 120,000 120,000 0 北ブロ総会、代表者会
５ 特 設 委 員 会 30,000 0 30,000 本部役員選考委員会を設置
６ 事 務 局 会 140,000 140,000 0 事務局会、事務局各部会

小　　計 630,000 630,000 0

事
業
費

７ 情 宣 費 270,000 270,000 0 新退教通信、加入案内号
８ 行事・研修・調査 400,000 400,000 0 学びの集い
９ 記 念 事 業 0 0 （50周年実行委員会は別会計で）

小　　計 670,000 670,000 0

事　

務　

費

10 通 信 費 120,000 120,000 0 送料、切手・はがき、電話代
11 備品・消耗費 35,000 35,000 0 パソコンインク代、事務用品
12 各 種 旅 費 150,000 150,000 0 各種会議・講師・作業補助等の旅費
13 雑 費 100,000 100,000 0
14 事務局活動費 700,000 700,000 0 事務局活動費
15 事務局備品購入費 0 0 0

小　　計 1,105,000 1,105,000 0

そ
の
他

16 分 担 金 400,000 400,000 0 日退教、新潟県退職者連合
17 支部活動補助費 340,000 340,000 0 前年度納入金×0.16
18 積 立 金 700,000 50,000 650,000 50周年積立（記念誌代・旅費を補充）
19 予 備 費 132,040 55,333 76,707

小　　計 1,572,040 845,333 726,707
合　　　　　計 3,977,040 3,250,333 726,707

2022年度　予 　 算
収入の部� （昨年度比減▲）

項　　　目 本年度予算 昨年度予算 増　　減 適　　　　　用
１ 繰 越 金 1,277,030 450,330 826,700 前年度より繰越
２ 会 費 1,900,000 2,000,000 ▲100,000 1,000円×1,900人
３ 助 成 金 700,000 700,000 0 新教組より
４ 預 金 利 子 10 3 7 利子
５ 雑 収 入 100,000 100,000 0 全国生きがい協会（行事補助10万）
６ 計 3,977,040 3,250,333 726,707
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支 部 か ら の た よ り

第187号 2022年７月１日

　
　

平
和
を
願
う

小
千
谷
・
北
魚
支
部　

副
支
部
長

猪　

狩　

豊　

子

　

ま
だ
現
役
だ
っ
た
頃
、組
合
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
教

え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る
な
」
に
多
少
の
違
和
感

を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
の
私
に
と
っ
て
戦
争
は

過
去
の
も
の
・
遠
い
所
に
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
平

和
は
あ
た
り
ま
え
で
、
そ
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ

て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

平
凡
な
日
常
に
感
謝

佐
渡
支
部　

副
支
部
長

本　

間　

一　

秀

　

退
職
を
機
に
父
か
ら
米
作
り
の
一
切
を
引
継
ぎ
、

今
年
は
、
２
町
６
反
歩
の
田
圃
に
早
生
品
種
の
こ

し
い
ぶ
き
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
作
付
け
し
た
。

　

早
朝
５
時
、
私
の
一
日
は
田
圃
の
見
回
り
か
ら

始
ま
る
。
水
田
は
緑
の
絨
毯
、
早
苗
は
日
々
着
実

に
生
長
し
て
い
る
。
畦
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
近

　

悪
魔
と
戦
い
な
が
ら

中
魚
支
部

岩　

田　

春　

代

　

退
職
し
て
減
っ
た
も
の
の
筆
頭
は“
体
力
”

で
す
。
校
舎
の
３
階
ま
で
何
度
も
登
り
降
り

し
た
り
、
肩
よ
り
高
く
腕
を
上
げ
て
ず
っ
と

板
書
し
た
り
な
ど
、
勤
め
て
い
た
時
に
は
体

力
と
し
て
意
識
し
な
か
っ
た
力
ま
で
、
あ
れ

よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
無
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
退
職
後
の
人
生
を
有
意
義
に
過
ご
す

に
は
体
力
が
必
要
で
す
。
何
と
か
し
な
く
て

は
！

　

試
行
錯
誤
の
末
、
次
の
三
つ
に
た
ど
り
着

き
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
ほ
ぼ
毎
日
通
っ
て

い
る
、
マ
シ
ン
を
使
っ
て
の
ら
く
ら
く
筋
ト

レ
教
室
。
二
つ
目
は
月
２
回
の
ソ
フ
ト
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
。
三
つ
目
は
、
公
民
館
で
の
月
一

回
の
ゆ
っ
た
り
ヨ
ガ
教
室
。

　

い
ず
れ
も
激
し
い
運
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

き
つ
い
の
は
、
悪
魔
と
の
戦
い
。「
き
ょ
う

く
ら
い
、さ
ぼ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
心
の
中
で
毎
回
さ
さ
や
く
悪
魔
の
声
と
格

闘
し
な
が
ら
、
何
と
か
続
け
て
い
ま
す
。
体

力
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
の
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦

争
や
北
朝
鮮
の
動
き
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い

る
と
戦
争
は
決
し
て
遠
い
所
に
あ
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、

他
国
の
脅
威
を
口
実
に
憲
法
を
変
え
よ
う
と
目
論

む
人
々
の
力
が
ジ
ワ
ジ
ワ
と
増
し
て
い
る
の
を
感

じ
る
。「
自
分
た
ち
の
国
は
自
分
た
ち
で
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
叫
ぶ
人
々
の
言
葉
の
後

ろ
に
あ
る
も
の
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、「
教
え

子
が
再
び
戦
場
に
送
ら
れ
る
」
こ
と
が
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

く
の
杉
林
か
ら
「
タ
ア
ー
タ
ア
ー
」
と
い
う
鳴
き

声
と
共
に
ト
キ
の
夫
婦
が
水
田
に
降
り
立
ち
、
朝

ご
は
ん
の
時
間
が
始
ま
る
。
近
く
の
雑
木
林
か
ら

は
、「
ケ
ー
ン
ケ
ー
ン
」「
バ
サ
バ
サ
」
と
雉
の
雄

が
飛
び
出
し
て
く
る
。
自
然
の
中
で
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
が
流
れ
る
。
そ
ん
な
日
常
生
活
を
送
れ

る
こ
と
が
有
難
い
。「
健
康
第
一
」
で
働
け
る
こ

と
が
一
番
で
あ
る
。

　

２
月
、
突
然
幸
せ
な
日
常
を
奪
わ
れ
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
人
々
を
思
う
と
心
が
痛
む
。
一
日
も
早
く

戦
争
が
終
わ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
平
凡
だ

け
ど
幸
せ
な
日
常
生
活
が
戻
る
こ
と
を
切
に
願
う
。
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が
ん
ば
れ
後
輩
！

が
ん
ば
れ
新
教
組
！
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こんにちは 新教組です 　
　

学
校
現
場
で
は
業
務
削
減
・
負
担
軽
減
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
時
間
外
勤
務
45
時

間
を
超
え
て
い
る
人
は
未
だ
５
～
６
割
い
る
と
い

う
状
況
で
す
。
秋
に
は
文
科
省
の
「
勤
務
実
態
調

査
」
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
働
き
方
を
正
確
に

知
っ
て
も
ら
い
、
働
き
方
改
革
を
さ
ら
に
進
め
、

教
職
員
が
い
き
い
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
向

け
て
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

30
人
以
下
学
級
の
実
現
等
を
求
め
る
署
名
は
２
年

連
続
で
８
万
筆
に
達
し
ま
し
た
。
少
人
数
学
級
を
求

め
る
世
論
が
確
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
す
。

　

先
輩
方
か
ら
引
き
継
い
だ
大
切
な
襷
を
、
力
強
い

と
り
く
み
で
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
部
執
行
委
員

白し
ら　

川か
わ　

裕ゆ
う　

子こ

�

（
三
条
市
井
栗
小
）

　

本
部
執
行
委
員

西に
し　

脇わ
き　

直な
お　

美み

�

（
長
岡
市
青
葉
台
中
）

社会保障関係の変更点
＜本年４月からの年金関係＞
　年金額は２年連続減となった。さらに、「人生100年時代」
を見据えて高齢者の就労を促し、老後の経済基盤を「充実」
させるとともに年金給付抑制を図るため、下記の変更が行わ
れる。
　　　在職老齢年金
　60歳以降も厚生年金を受け取りながら働いて賃金と年金の
合計が一定額を超えると年金額が減らされる「在職老齢年金」
が見直された。今後は、60歳から賃金と年金の合計が月収
47万円以上の場合、年金支給が減額される。
　　　　　　　　�[賃金と年金の合計]　[年金支給]
　従来　60～64歳　月収28万円以上で　→　減額
　　　　65歳～　　月収47万円以上で　→　減額
　今後　60歳～　　月収47万円以上で　→　減額
　　　在職定時改定
　対象は、厚生年金を受け取りながら働く60～69歳。従来は、
65歳でいったん年金受給額が決まり、それ以降収めた保険料
は退職時か70歳からまとめて年金額に反映されていた。しか
し、本年10月からは毎年の支給額に反映される。働き続ける
ことで毎年年金額が上がり、就労効果を実感できることにな
る。
　　　年金受給開始の選択幅拡大
　公的年金は原則65歳で受給開始だが、この開始時期の選択
幅が従来の「60～65歳」から「60～75歳」へ。

＜医療費関係＞
　10月から、一定の所得以上の後期高齢者「医療費窓口負担」
が２割となる。

新退教の歴史
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こ
の
問
題
を
ど
う
ト
ク
？
　
④

�

山
上
オ
ク
ラ　

　

私
利
私
欲
と
狭
隘
な
リ
ー
ダ
ー
層
が
短
絡
的
手
段

で
多
く
の
人
々
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。
便
利
な
暮
ら

し
が
日
常
化
す
る
と
、
時
間
や
手
間
を
マ
イ
ナ
ス
評

価
し
が
ち
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

数
千
年
前
の
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
「
北
風
と
太
陽
」
は

短
絡
や
狭
隘
を
戒
め
て
い
ま
す
。
手
間
暇
や
回
り
道

や
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
む
ゆ
と
り
や
知
恵
を
持
ち
た
い

と
思
う
今
日
こ
の
頃
。

　

道
徳
教
育
が
必
要
な
の
は
自
分
を
含
め
、
む
し
ろ

こ
の
よ
う
な
大
人
層
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
雪
の
恵
み
と
山
の
花
々
　
③

�

山
じ
い
（
篠
沢
講
）　

　

越
後
の
山
の
豊
富
な
残
雪
は
湿
原
を
形
成
す
る
。

そ
の
湿
原
が
、
豊
か
な
高
山
植
物
を
育
て
て
い
る
。

　

雪
が
解
け
初
夏
を
迎
え
る
と
、
高
山
植
物
が
一
斉

に
芽
吹
き
、
湿
原
は
百
花
繚
乱
と
な
る
。

　

巻
機
山
や
平
標
山
、
苗
場
山
の
頂
上
湿
原
に
は
ニ

み
ん
な
の
広
場

ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
の
花

が
、
尾
瀬
ヶ
原
は
水
芭
蕉
、

妙
高
火
打
山
に
は
サ
ク
ラ

ソ
ウ
と
、
山
の
花
々
を
愛

で
る
に
事
欠
か
な
い
。
雪

の
恵
み
で
あ
り
、
新
潟
や

東
北
の
山
々
の
豊
か
さ
と

言
え
る
。

　

気
候
も
良
く
、
仲
間
た

ち
を
誘
っ
て
登
山
す
る
に

は
格
好
の
季
節
で
あ
る
。

体
力
保
持
も
兼
ね
、
花
々
を
愛
で
に
湿
原
の
山
々
に

出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〔
ミ
ニ
情
報
〕

〇�

会
員
夫
妻
の
「
ぎ
ゃ
ら
り
ー
浜
つ
ば
き
」（
℡

0256-77-2013

、
土
日
月
開
館
）　

７
／
２
～
25
開

館
十
周
年
記
念
展
吉
田
志
麻
木
版
画
展
、
７
／
30

～
８
／
22
（
8
／
13
～
15
休
み
）
石
塚
良
英
絵
画

展
、
９
／
３
～
19
藪
沙
織
パ
ス
テ
ル
画
展
、
９
／

24
～
10
／
10
金
子
朗
子
き
り
え
展
、
10
／
15
～
31

清
水
美
知
夫
・
池
田
謙
一
絵
手
紙
展
、
11
／
５
～

28
森
山
み
ち
こ
パ
ス
テ
ル
画
ク
リ
ス
マ
ス
展
、
12

／
３
～
19
め
で
た
の
ね
ん
ど
「
ね
ん
ど
母
さ
ん
縁

起
人
形
展
」

○�

７
／
23　

名
立
機
雷
事
件
を
通
し
て
平
和
を
考
え

る
（
青
年
部
夏
季
交
歓
学
習
会
）�14:30

～
上
越
市

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
イ
カ
ヤ　

新
教
組
本
部
＆

上
越
支
部　

共
催

○
８
／
１　

長
岡
大
空
襲
の
日

　
　

8:00

～�

亡
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
…
略
…
を
追

悼
す
る
集
い
（
平
和
の
森
公
園
）

至仏山

　
　
　

教
職
員
共
済 

［
交
通
災
害
共
済
］

　
「
自
転
車
利
用
者
は
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

等
に
加
入
す
る
こ
と
」
等
を
明
記
し
た
条
例
が
２
月

県
議
会
で
可
決
さ
れ
、
今
年
10
月
か
ら
自
転
車
保
険

が
義
務
化
さ
れ
る
。
事
故
で
の
高
額
な
賠
償
判
決
が

続
く
中
、
教
職
員
共
済
の
「
交
通
災
害
共
済
（
レ
ス

キ
ュ
ー
ス
リ
ー
）」
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
た
い
。

　
　

9:00

～　

平
和
祈
念
式
典
（
ア
オ
ー
レ
長
岡
）

○��

新
発
田
市
の
工
藤
ひ
と
し
教
育
長（
新
退
教
会
員
）

の
講
演
を
収
録
し
た
冊
子
「
子
ど
も
か
ら
学
ぶ
」

が
発
売
さ
れ
た
。
５
０
０
円
。
問
合
せ
は
フ
ー
ド

バ
ン
ク
し
ば
た0254-20-8666

。

○�

長
岡
市
の
菊
池
桐
夫
さ
ん
（
新
退
教
会
員
）
が
郷

土
の
少
年
詩
人
を
モ
デ
ル
に
し
た
小
説
「
詩
は
よ

み
が
え
る

－

松
三
郎
と
さ
が
わ
先
生

－

」
を
自
費

出
版
し
た
。
１
２
０
０
円
。
問
合
せ
は
文
信
堂
書

店
長
岡
店0258-36-1360

◇�

２
０
２
１
年
２
月
、
東
京
都
豊
島
区
で
は
「
終
活

あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」
を
つ
く
り
人
生
最
終
盤
の

相
談
を
開
始
し
た
。
１
年
間
で
約
９
８
０
件
の
相

談
が
あ
っ
た
。
登
録
で
き
る
項
目
は
、
緊
急
連
絡

先
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
や
遺
言
書
の
「
保
管

場
所
」
な
ど
９
項
目
。

◇�

「
関
電
の
原
発
マ
ネ
ー
不
正
還
流
を
告
発
す
る
会
」

（
新
教
組
か
ら
依
頼
を
受
け
新
退
教
会
員
も
参
加
）

は
、
２
０
２
１
年
11
月
に
大
阪
地
検
が
不
起
訴
を

決
定
し
た
た
め
、
本
年
１
月
に
大
阪
地
裁
に
対
し
、

検
察
審
査
会
に
申
立
て
を
行
っ
た
。（
申
立
人
１

１
９
４
人
）

　
　
　
　
あ
と
が
き

　

２
／
24
、
ロ
シ
ア
が
隣
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
略
開

始
…
。
と
ん
で
も
な
い
！　

断
じ
て
許
せ
な
い
！　

人
権
の
今
世
紀
に
世
界
大
戦
に
も
な
り
か
ね
な
い
戦

争
が
起
こ
る
と
は
…
。
悲
惨
な
地
獄
…
。
独
裁
者
プ

ー
チ
ン
は
な
ぜ
出
現
し
た
の
か
…
。
戦
争
を
防
ぐ
た

め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
…
。　
　
　
（
山
岸
）


